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研究成果の概要（和文）：オノマトペにおける音と意味との関連を調べるため、「移動様態」で歩いたり走った
りしている動画を英語話者と日本語話者に見せ、新しいオノマトペを産出させ、大きさや速さについても評定を
行わせた。その後、産出された音声の音素における音素性について分析を行った。日本語・英語で普遍的に用い
られていたのは遅い動きに対する鼻音だけであった。一方、同じ音素性を日英で逆の特徴に用いることもあっ
た。このように、日本語話者と英語話者の音―意味の対応づけでは，言語の普遍性よりも特異性が顕著であっ
た。これはオノマトペが、音素や語彙という各レベルにおいて、個別の言語体系の中で身体化され用いられてい
ることの証左であるといえる。

研究成果の概要（英文）：This study approaches to examine how cross-linguistically shared and 
language-specific sound symbolism coexist in a language. We employed a data mining approach to 
uncover unknown sound-symbolic correspondences in the domain of locomotion, without limiting 
ourselves to pre-determined sound-meaning correspondences. In the experiment, we presented 70 
locomotion videos to Japanese and English speakers and asked them to create a sound symbolically 
matching word for each action. Participants also rated each action on five meaning variables. 
Multivariate analyses revealed both cross-linguistically shared and language specific sound 
symbolism, but the most of the identified sound-meaning correspondences were found only in one 
language. We suggest that cross-linguistically shared sound symbolism builds upon our bodily 
experience and that language-specific sound symbolism arises from the constraints of individual 
languages at the phonetic, phonemic, and lexical levels.

研究分野： 社会科学

キーワード： 心理言語学　音象徴

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
言語における音と意味の恣意的関係は，言

語研究の前提として長く受け入れられてき
た(de Saussure, 1916)．一方で近年の研究は，
世界中の多くの言語において特定の音と意
味との間に有縁的な対応関係(音象徴性)が見
られることを報告してきている(e.g.,Hinton, 
et al.,1994)． 
音象徴性を巡る議論の中でも中心的である
のはその言語普遍性の問題である．音象徴性
は音と意味とが有縁的な関係の上に成り立
つが故に，話者の個別言語を問わずに検出可
能であることが報告されている．例えば，前
舌母音(例えば[i])と「小さい」対象，後舌母
音(例えば[a])と「大きい」対象との対応関係
はこれまで盛んに検証され，多くの言語話者
に検出可能であることが分かっている 
(Sapir, 1929)．また近年の研究では，このよ
うな音象徴的関係は，言語習得前の乳児にも
検出できることが指摘されている (Peña et 
al., 2011; Asano, Imai et al.,2012)．音象徴の
言語普遍性は，我々が用いる言語の意味の一
部が身体的に動機づけられていることを示
唆する．このことは，人間の持つ高次の記号
的認知と低次の身体的認知との繋がりを考
える記号接地問題(認知科学)，音に対する子
どもの意味づけ方略を考える言語習得問題
(心理学)，言語の起源問題(比較認知科学)等の
分野を跨いだ理論的問いに対し新たな切り
口を提供することが期待されている．しかし，
従来の研究では，どのようなメカニズムで人
は音象徴を感じるのかという，音象徴性の詳
細は明らかにされていない．これまでの研究
では，伝統的に確認されてきた一部の音と意
味の関係(例えば「後舌母音」と「大きい」対
象の関係)がどの程度普遍的にみられるのか
を仮説検証的に確認する研究が主流であっ
たため，個別言語の話者が限定的に抽出可能
な言語個別的音象徴や，言語個別的音象徴と
普遍的音象徴との関係を探る体系的な研究
は殆ど無かった． 
本研究は従来の仮説検証的なアプローチで
はなく，データマイニングの手法を用いて，
音象徴におけるどのような「音」が どのよ
うな「意味」と対応しているのかと言う問題
に新しい切り口で迫る．具体的には，まず音
象徴における「音」とはモーラなのか音素特
徴なのか，もしくは特定の音響特徴に依存す
るのかを探る．次に音象徴が対応する「意味」
は「形」「動き」等の特定の意味領域に限定
されたものなのか，あるいはモダリティを跨
いでより抽象的な意味次元であるのかとい
う問題を明らかにする．更に上記を踏まえて，
特定の言語話者の音象徴的感覚の内に言語
普遍性と個別性はどのように共存している
かという問題にも答えを得る． 
 
２．研究の目的 
言語の音と意味の間に有縁的な関係（音象

徴性）があること，人は，乳児期から音象徴

性を検出できることは多くの研究によって
示されてきたが，従来の研究では，どのよう
なメカニズムで人は音象徴を感じるのか，音
と意味の対応付けがどこまで言語普遍的で
どこまでが言語固有のものなのかという音
象徴性の詳細は明らかにされていない．本研
究では，データマイニングの手法を用いて
（１）どのような音が どのような意味と対
応づけがあるのか，また，その対応づけは形，
触覚，動きなどのモダリティに共通したもの
なのか，（２）特定の言語話者の音象徴的感
覚の内に言語普遍性と個別性はどのように
共存しているか，という二つの問題を明らか
にする． 
 
３．研究の方法 
 従来の音象徴に関する実験研究が，いわゆ
るブーバキキ効果を研究対象としてきたた
め，「形」と「音」との関連に限定された形
で進められてきた．それに対し本研究では
「動き」を対象とした音象徴の実験研究を行
い，これまでと異なる概念領域の音と意味の
音象徴的関係を多言語間で探索する．この目
的のため，様々な「移動様態」で歩いたり、
走ったりしている 70 の動画（図 1）を英語話
者と日本語話者に見せ，それぞれの動画の動
きに合った音を持つことばを作るよう教示
した（産出課題）。さらに，各動画に対して
抱いた感覚を幾つかの評定項目(大きさ（大
きい―小さい），速さ（速い―遅い），重さ（重
い―軽い）、力（力がこもった―脱力した），
滑らかさ（滑らか―不規則）という意味の特
徴のそれぞれの形容詞対に対し 5 点尺度評
価)の評定してもらった(意味評定課題)．産
出課題において産出されたことばの音素に
おける音素性（共鳴音、阻害音、唇音、鼻音、
軟口蓋音など）と意味特徴評定の間の関係を
統計的に分析した． 

図 1：動画例「のしのし歩く」 
 
４．研究成果 
日本語・英語で共通していた音素性は鼻音

であり，遅い動きを表すのに使われたことだ
けであった．鼻音は音が遮られずに持続する．
このため，息の継続性の身体感覚がどちらの
言語でも「遅さ」に対応づけられたと考えら
れる． 
各日本語，英語母語の被験者が産出したオ

ノマトペの音の分布は，日英それぞれの一般



語彙での音の分布と同様であった．つまり言
語普遍的な対応付けを反映しているという
よりは，各言語の音の特異性に沿ったものと
なっていた．例えば日本語で新しいオノマト
ペを作る際，意味特徴評定の「大きさ」の対
比に清音―濁音（例えばころころ―ごろご
ろ）の対比が非常に大きな役割を果たしてい
た．また，「重くてゆっくり」した動きには
[munu]のような鼻音で共鳴する音が，その反
対の「軽くて速い」動きには[chono]のよう
な 拗音と破擦音が使われていた．しかし，
英語ではこの対比を創りだすのにむしろ母
音が重要な役割を担っていて，例えば遅い動
きには中―低母音([a,o])が，速い動きには
高母音[i]が使われる傾向が見られた．さら
に声門閉鎖音[h]を日本語の被験者は脱力し
た動きに使うことが多いのに対し，英語の被
験者はその逆に，速くて力強い動きに使うの
が目立った．これは、日本語では「ha, pa, ba
（は、ぱ、ば）」の対比があるのに対し、[pa]
が破裂するイメージや躍動的なイメージ，
[ba]が大きく力強いイメージと結び付けら
れやすく、[ha]が脱力したイメージに使われ
てしまうという可能性が考えられる． 
このように，日本語話者と英語話者の音―

意味の対応づけでは，言語の普遍性よりも特
異性が顕著であるという結果であった．これ
は「オノマトペ」が音素や語彙といった様々
なレベルにおいて言語という体系に組み込
まれたシステムであることの証左であると
いえる． 
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